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月に1度、カウンセラーから心とからだについてのトピックや、

ホッと一息つけるようなメッセージをお届けします。
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相談したいなと思ったら …
相談は予約制 

予約の窓口は「保健室」です。 
保健室の先生に相談したい旨を伝えてください。 
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　性格や人間関係のこと 

  友達ができない 
  いつも不安で緊張している 
  マイナス思考から抜け出したい 
  人目が気になってしまう 
  人間関係がうまくいかない 

　　（家族・友人・恋愛・部活など） 

　こころやからだのこと 

  眠れない、食べられない 
  だるい、しんどい 
  やる気が出ない 
  原因不明の体調不良が続く 
  なんだかイライラ、もやもやする 
  気持ちの波が大きい 

　学校生活について 

  勉強についていけない 
  課題が出せない 
  学校に馴染めない 
  部活動でのトラブル 
  進級、コースのこと 
  進学や就職について不安がある 

などなど、たとえばこんなこと。ひとりで悩んでいませんか?     

相談室では学生生活を送る中でみなさんが出会う様々な悩みに対応します。
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   扛 杼 מ  ╈ ⱱ  냕 מ  ״  
いよいよ後期がスタート！また様々な課題やタスクに追われる
日々が始まるかもしれません。ですが、それらに取り組む際、無
理に集中力を高め続けると、自律神経が疲弊してしまう恐れも。

こんな悩み、 

ありませんか?
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短時間の集中を断続的に繰り返す方が、集中力を高めて粘
り強く作業するより効率がアップする可能性も。 
うまくブレイクしながら後期も乗り切っていきましょう！
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